



































































北 海 学 園
大学図書館
北 海 道 立
文 書 館
美 唄 市 立
図 書 館
緒 言（設 立 趣 意 書) ○
共 同 根 室 文 庫 規 則 ○
共同根室文庫第一回報告 ○
共 同 根 室 文 庫 蔵 書 目 ○
共同根室文庫同盟員氏名表 ○ ○










































明治十八年一月十七日 村 上 幹 當







































































































































































書 名 何 冊
右 借 用 候 也




















堀 貞 亨 (根室県庁) 村 上 幹 當 (根室県庁)
渡 邊 長 謙 ( 〃 ) 原 辰四郎 ( 〃 )
御子柴 五百彦 ( 〃 ) 谷 口 和 敬 ( 〃 )
野 川 祐 吉 (実業家) 和 田 正 苗 (根室外八郡長)
秋 葉 静 (日本郵船) 湯 地 定 基 (根室県令)









































































































































































































自主新論 壱部 四冊 造化妙切論 壱冊
商法会議所要覧 〃 壱冊 基督教奇跡論 壱部 弐冊
図表４ 『共同根室文庫蔵書目』収録図書数
部 数 冊 数
共同根室文庫所蔵分 106部 324冊
共同根室文庫借入分 184部 795冊
総 計 290部 1119冊
戦前期根室地方における図書館の歴史２
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地方新令類纂 〃 弐冊 真道総論 巻ノ一壱冊
三法論綱 〃 壱冊 動物小学 壱部 弐冊
泰西農学 〃 六冊 法令提要 五冊
































































一、書籍 5部 9冊 渡邊長謙君
印材 1顆
一、書籍 25部122冊 松下兼清君
一、同 1部 3冊 中山誠一郎君
一、同 39部125冊 旧蓋簪社
一、同 15部 24冊 榊原彌輔君
一、同 4部 9冊 御子柴五百彦君
一、書籍 18部221冊 村上幹當君




一、同 2部 5冊 山本惣太郎君

























































贈 共同根室文庫所蔵分 249部 765冊発行前後 143部 441冊
県 庁 148部 793冊借



























伊 藤 弘 飯 塚 幾 馬 石 橋 安五郎
伊 藤 和 一 今 村 勝 次 伊 藤 盛
伊 吹 鎗 造 橋 本 保 治 原 辰四郎
濱 崎 恒 雄 堀 貞 亨 星 野 義 信
堀 興 秀 友 石 重 吾 富 永 致 資
布 村 昌 光 渡 邊 長 謙 梶 原 景 雄
上 領 頼 川 尻 兵 治 加 藤 景 順
片 岡 義 道 苅 込 岩 吉 春 日 鐘次郎
吉 田 政 明 寄 木 義 徳 吉 村 勝 雄
吉 野 信 資 谷 口 和 敬 谷 藤 善 八
田 中 治太郎 高 畠 由 憲 高 橋 養太郎
戦前期根室地方における図書館の歴史２
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副 島 孝三郎 中 村 五 郎 永 田 高 致
中 村 守 一 中 村 次 郎 南 條 正 中
中 根 廣 修 永 井 新十郎 中 村 密太郎
奈良坂 三 平 中 山 誠一郎 村 上 幹 當
村 上 與 作 井 元 伝十郎 井 野 数 平
井 上 尚 芳 鬼 塚 盛 義 小 野 保
大 森 彦三郎 大 岩 武四郎 小 沢 庄次郎
黒 沢 正 吉 山 本 惣太郎 山 田 善 助
山 本 友 之 山 敷 與四郎 山 本 里 助
松 下 兼 清 松 岡 勇 記 松 野 正 辛
松 本 重 為 松 井 鶴四郎 下 司 庄太郎
藤 井 治 幸 藤 井 次 郎 藤 沢 紊
藤 谷 彌 吉 福 田 祐 吉 小 出 秀 済
古 関 永 吉 寺 島 信 三 手 塚 貞
青 地 三 五 赤 尾 鋳三郎 足 立 毎太郎
相 場 正 寛 相 川 小次郎 浅 羽 靖
青 山 駒之助 嵯 峨 喜代治 榊 原 彌 輔
沢 田 秀 造 佐 多 直 善 斎 藤 實 美
沢 田 祇 志 佐 藤 豊 蔵 佐々木 總 吉
佐々木 三兵衛 佐々木 彌 佐 瀬 愛 直
左近允 景 影 菊 地 亀 吉 木 下 順 造
岸 本 七 郎 木 村 通 純 湯 地 定 基
湯 浅 勝 全 三 浦 直 政 三 上 春 豊
御子柴 五百彦 塩 谷 貞次郎 篠 田 武 治
柴 田 弁 次 芝 山 浩 三 新 藤 順 吾
白 須 勤 神 知 英 平 戸 房 吉
日 高 啓 輔 平 森 文五郎 平 山 進
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廣 田 千 秋 森 尾 銀太郎 関 繁 根
清 藤 常太郎 助 川 順 平 陶 山 清 武
菅 原 龍 造 鈴 木 源次郎 鈴 木 峯 吉
追加
和 田 正 苗 師 国 毅 山 口 與 作
野 川 祐 吉 柳 田 豊 秋 葉 静
長 岡 増太郎 下 村 亀 六 柏 谷 亀五郎
福 富 隈太郎 佐々木 亀 吉 伊 端 達太郎
渡 邊 久 造 淵 崎 光 豊 早 崎 春 香
渡 邊 周次郎 高 橋 健 中 谷 虎 雄
武 蔵 □ 助 熊 野 富太郎 吹 田 房次郎
佐 藤 長 三 島崎 重右衛門 関 秀太郎
西 田 守 信 吉 富 三 元 民 谷 重 蔵
中 田 時 宣 小 川 治三郎 山 縣 勇三郎
佐々木 勝 吉 菊 地 四 郎 廣 瀬 昌 柔
東 郷 重 成 吉 田 か ふ 椿 良
納屋 孫右衛門 尾 形 定 吉 眞 壁 清八郎
佐 藤 平 太 三 澤 立 造 森 井 金 吾
平 野 隆 輔 工 藤 三 次 斉 藤 實 新
高屋敷 元太郎 村山 源左衛門 須 貝 留 吉































































根室県庁 75名 郵便局 2名
根室郡役所 3 小学校教員 3
裁判所 3 民間・自営業 23





































































































































































14)同上 第201号 明治32年２月19日 p.1
○寄書 図書館の設置を札幌区に望む 三五四八生
幌都は北海道の首府として中央政府の所在地として実に殷富繁栄の都市
と称すべし、文明的の機関は大概具備せざるなし
而して区の施設経営に係るものは遊園地の外一と口之なきなり（小学校
及病院は別ものとして）従来設置し来りたる幼稚園までも廃したるは区
は公共事業に冷淡なりとの評を下さるるも之を弁解する辞なきに苦む所
なるべし
故に此所一番大奮発して本年は是非に図書館の設置を計画せられんこと
を望むなり抑も図書館設立の必要なる単り学生生徒のみに止まるにあら
す、商家も工芸家も諸業衆庶の男となく女となく老若貴賎上下となく大
ある利益を與ふるものなればなり
欧米諸国に於ては広き都会には数十ケの図書館を設立し如何なる僻村寒
村にも之なきはなしと云ふ其詳かなる状景は北海道教育雑誌第七十二号
（三十一年十二月刊行）に寺田勇吉氏の割切なる論説を転載あり願くは幌
都の有志諸君眼ある有志諸君は之を閲し給ひ又図書館設置の位置に就て
も生は説なきにあらず則ち札幌区の中央なる大通西三丁目を以て適当の
ケ所となすなり、近来大通の草原（中央の）の事に付ては区の共有財産
にするとか、或は何々部或は何の某等が頻りに此地を得んと欲し密かに
運動するものありと聞けど公益なる図書館の敷地として之を付與するは
道庁に於ても更に吝ならさるを信じ又他に於ても聊か異論なきは疑はさ
る所なり、請ふ区民及ひ当局者共に奮励せられんことを乞
15)「書籍館書籍借覧特許状ノ件」『明治十年開拓使公文録 三府往復』（北海
道立文書館所蔵 簿書番号No.5857-35）
16)根室県『明治18年根室県布達 上 自１月至５月』
甲第弐拾七号
町村立私立書籍館設置廃止規則別冊之通相定候條此旨布達候事
明治十八年五月十九日
戦前期根室地方における図書館の歴史２
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根室県令湯地定基
町村立私立書籍館設置廃止規則
第一條 町村立書籍館ヲ設置セントスルモノハ学務委員ニ於テ戸長ト協
議シ郡町村総代人ノ評決ヲ経テ左ノ事項ヲ詳具シ郡長ノ調査ヲ経テ県
令ノ認可ヲ受クヘシ
第一項 設置ノ目的
第二項 位置
第三項 名称
第四項 開館閉館ノ規則休日参観人心得等
第五項 書籍ノ種類部数等
第六項 敷地建物ノ坪数並ニ図面
第七項 経費収入支出
第二條 私立書籍館ヲ設置セントスルモノハ第一條ノ各項ト設立者ノ族
籍姓名年齢ヲ詳具シ戸長ノ奥印ヲ請ヒ郡長ノ調査ヲ経テ県令ノ認可ヲ
受クヘシ
第三條 町村立私立書籍館設置ノ後第一條ノ各項若クハ私立書籍館設立
者ノ変更ヲ要スルモノハ其事由ヲ具シテ県令ニ伺出ツヘシ
但第七項ハ経費増減ノ為メ事業ノ伸縮ニ影響スルカ又ハ経費収入ノ
方法ヲ改ムルモノニ限ル
第四條 書籍館ヲ合併若クハ分離セントスルモノハ其町村立ニ係ルモノ
ハ第一條私立ニ係ルモノハ第二條ノ手続ニ従ヒ県令ノ認可ヲ受クヘシ
但町村立書籍館ノ合併分離ハ従来資産ノ処分方ヲ詳具スヘシ
第五條 書籍館ヲ廃止セントスルモノハ其町村立ニ係ルモノハ学務委員
ニ於テ戸長ト協議シ郡町村総代人ノ評決ヲ経廃止ノ事由ト資産ノ処分
法トヲ詳具シ郡長ノ調査ヲ経テ県令ノ認可ヲ受クヘシ私立ニ係ルモノ
ハ廃止ノ事由ヲ詳具シテ戸長ノ與印ヲ請ヒ郡長ノ調査ヲ経テ県令ニ開
申スヘシ
17)『北海道毎日新聞』第605号 明治22年７月20日 p.3
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?付１・共同根室文庫関係年表?
明治17（1884).12 堀貞亨、村上幹當、渡邊長謙、原辰四郎「共同
根室文庫」設置を協議
18（1885).1.17 「共同根室文庫」設立を住民に呼びかけ
1.31 「共同根室文庫」根室県庁議事堂にて発会式
2.2 「共同根室文庫」第１回委員会開催 委員長湯地
定基選出
7 第２回委員会開催 文庫規則、文庫設置場所、
管理人給料、特別同盟員の件協議
9 根室郡長宛に郡役所議事堂一隅を共同根室文庫
に充てることを願出
10 根室郡長より願出許可さる
12 郡役所内に宿泊する村山源右衛門を文庫管理人
に決定 俸給一ヶ月金５円
3.13 文庫開館準備整う
5.19 根室県「町村立私立書籍館設置廃止規則」定む
22（1889).7.20 共同根室文庫再興計画
戦前期根室地方における図書館の歴史２
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?付２・『共同根室文庫蔵書目』?
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戦前期根室地方における図書館の歴史２
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